
気候変動への対応が加速する中、企業には自社のみならずサプライチェーン全体の排出削減が求められています。

とりわけ排出量の大半を占めるScope3は、カーボンニュートラル実現の鍵を握る領域です。

環境省の「脱炭素シニアアドバイザー」にも、こうした企業の脱炭素経営を支える専門的な役割が期待されています。

Scope3削減では、原材料のサーキュラリティ（循環性）の向上と、原材料が依存する自然資本を守るネイチャーポジティブ

の取組が重要です。

炭素会計は、こうした取組の効果を定量的に把握し、調達戦略や情報開示、経営判断へと結びつける基盤となります。

炭素会計アドバイザー協会
法人会員限定セミナー

企業経営に活かす

炭素会計の最新動向

2026年11月27日(金)

開始16:00/終了19：00

炭素会計アドバイザー協会 東京事務所

東京都千代田区大手町二丁目2番1号

新大手町ビル3階 0 Club

TOPICS INCLUDE

豊田通商 カーボンニュートラルの取り組み(仮称)

豊田通商株式会社

カーボンニュートラル推進部⻑ 平田 雅史

日本生命 ネイチャーポジティブの取り組み(仮称)

日本生命保険相互会社

環境経営推進担当部⻑ 岩本 昌弘

炭素会計の最新動向

一般社団法人炭素会計アドバイザー

代表理事 鈴木 修一郎

CDP報告に関する最新動向（仮称）
一般社団法人CDP Worldwide-Japan

ジャパンマーケットディレクター 松川 恵美

～排出量の「見える化」から
脱炭素経営・企業価値向上へ～

定員 名(会場)50

法人会員交流会
申込フォームにご記入いただいた事項は本セミナーの運営を
目的として使用し、他の目的で使用することはございません。
また、いただいた個人情報はご本人の同意なく第三者に提供
をいたしません。

*プログラムの内容は、予告なく変更になる場合がございます。

（開場15:45）

◄ 申込みはこちら

定員となり次第、受付終了とさ
せていただきます。

主催：一般社団法人炭素会計アドバイザー協会

お申し込みは、法人会員窓口様へ別途ご案内し

たメールよりご確認ください。



⼀般社団法⼈炭素会計アドバイザー協会 

代表理事 鈴⽊ 修⼀郎 ⽒

早⼤教育学部卒、事業会社を経て2006年独⽴し、(株)ウェイストボックス設⽴。炭素 会計

を 軸に現場寄りの⽀援を強みに、東証プライム上場約250社の気候変動アドバイザ ー取引

を持 つ。2020年にはCDP(英国)の気候変動コンサルティング＆SBT⽀援パート ナーとし

て国内 で唯⼀認定。SBT⽬標設定・TCFD情報開⽰・CDP回答⽀援を⾏う。こ れまでの知

⾒と経験を もとに、炭素会計算定⼿法や情報開⽰等の知識の普及を⽬的に 2022年に⼀般

社団法⼈炭素会 計アドバイザー協会を設⽴。代表理事として⺠間資格 「炭素会計アドバ

イザー資格制度」を運 営し、国際ルールに沿う⼈材育成を⽬指す。

豊⽥通商株式会社

カーボンニュートラル推進部⻑ 平⽥ 雅史 ⽒
1995年豊⽥通商⼊社。トヨタ⾃動⾞への出向を含め、トヨタグループの海外進出⽀援

に従事。2001年からチェコに駐在し、中欧地域への⽇本企業誘致や新規事業⽴上げを 担当

。帰国後は新興地域戦略、⻝品事業に携わり、⻝料・⽣活産業企画部⻑、⻝品事業 部⻑と

して事業戦略の策定・運営を推進。2022年より初代カーボンニュートラル推進 部⻑として

脱炭素経営を統括し、「未来の⼦供たちにより良い地球を届ける」の実現に 向けた取り組

みをリード。幅広い事業経験を⽣かし、環境課題の解決と事業成⻑の両⽴ に取り組む。

⽇本⽣命保険相互会社 サステナビリティ経営推進部

環境経営推進担当部⻑ 岩本 昌弘 ⽒

⼀般社団法⼈CDP WORLDWIDE-JAPAN

ジャパンマーケットディレクター 松川 恵美 ⽒

⼀般社団法⼈炭素会計アドバイザー協会 
代表理事鈴⽊ 修⼀郎 

早⼤教育学部卒、事業会社を経て2006年独⽴し、(株)ウェイストボックス設⽴。炭素会計

を軸に現場寄りの⽀援を強みに、東証プライム上場約250社の気候変動アドバイザ ー取引

を持つ。2020年にはCDP(英国)の気候変動コンサルティング＆SBT⽀援パートナーとして

国内で唯⼀認定。SBT⽬標設定・TCFD情報開⽰・CDP回答⽀援を⾏う。これまでの知⾒と

経験をもとに、炭素会計算定⼿法や情報開⽰等の知識の普及を⽬的に 2022年に⼀般社団法

⼈炭素会計アドバイザー協会を設⽴。代表理事として⺠間資格 「炭素会計アドバイザー資

格制度」を運営し、国際ルールに沿う⼈材育成を⽬指す。

豊⽥通商株式会社
カーボンニュートラル推進部⻑平⽥雅史⽒

1995年豊⽥通商⼊社。トヨタ⾃動⾞への出向を含め、トヨタグループの海外進出⽀援に従

事。2001年からチェコに駐在し、中欧地域への⽇本企業誘致や新規事業⽴上げを 担当。帰

国後は新興地域戦略、⻝品事業に携わり、⻝料・⽣活産業企画部⻑、⻝品事業 部⻑として

事業戦略の策定・運営を推進。2022年より初代カーボンニュートラル推進 部⻑として脱炭

素経営を統括し、「未来の⼦供たちにより良い地球を届ける」の実現に 向けた取り組みを

リード。幅広い事業経験を⽣かし、環境課題の解決と事業成⻑の両⽴に取り組む。

⽇本⽣命保険相互会社サステナビリティ経営推進部
環境経営推進担当部⻑岩本昌弘⽒

⼀般社団法⼈CDP Worldwide-Japan

ジャパンマーケットディレクター松川恵美⽒

1987年に大阪大学経済学部を卒業後、日本生命保険相互会社に入社。事務リスク管理室
長、金融法人第一部担当部長、環境経営推進担当部長などを歴任し、現在は環境問題全
般を担当する。日本生命グループの気候変動対策、生物多様性・自然資本、サーキュ
ラーエコノミー推進に加え、CO₂排出量算定や削減計画の策定、TCFD・TNFD対応を推
進。省エネルギー化や再生可能エネルギー導入、J-クレジット活用による地域貢献にも
取り組み、環境と社会の好循環を目指すサステナビリティ経営を牽引している。2024年
度より炭素会計アドバイザー協会理事。

2020年にCDP Worldwide-Japanへ入職。サプライチェーン担当シニア・マネージャー、
セールスリード、リージョナルヘッドジャパンを経て、2025年よりジャパンマーケット
ディレクターを務める。企業の環境情報開示や温室効果ガス削減、サステナビリティ戦
略の推進支援に携わり、日本企業の脱炭素経営をリード。環境省「脱炭素アドバイザー
資格制度の認定にかかるガイドライン検討会」委員、経済産業省「GX製品市場に関する
研究会」委員として政策形成にも参画。企業・中小企業・地域社会との連携を通じ、持
続可能な社会の実現に取り組んでいる。

講師紹介

本イベント開催に伴う排出量を算定し、
自主的カーボンオフセットに取り組みます！

一般社団法人炭素会計アドバイザー協会
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